
夏緑樹林の林縁や林下にみられる高さ40-100cmの多年草。茎には狭い翼がある。根出葉は開花時に枯

れないで残り、卵形で長柄がある。頭花は散房状に多数つき、9-10月に咲く。総苞は長さ10-14mmにな

り、幅7-14mm。総苞片は5列、外のものほど短く、いずれも先は外曲し、褐色の細毛がある。

県内で現存を確認できるのは1ヶ所のみとなっている。現状ではシカによって花茎が採食され、世代交代

が困難な状況になっており、自生域外保全を考える状況にある。2020年版でBランクからAランクに変更し
た。

生育地の樹林の保全とシカの採食による影響の抑制が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Saussurea  nipponica  Miq.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

但馬、丹波

■ 国内分布

本州（近畿以西）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…オオダイトウヒレン
環境省ランク… －


